
著者名 請求番号 出版社

仙塲 大也 007.6 ｾﾝ  技術評論社

ﾏｲｹﾙ･ﾌﾗﾙｯﾌﾟ 007.6 ﾌﾗ  ﾎﾋﾞｰｼﾞｬﾊﾟﾝ

現代用語検定協会 031 ｹﾞﾝ 2023 自由国民社

東畑 開人 146.8 ﾄｳ  金剛出版

古賀 史健 159.7 ｺｶﾞ  ﾎﾟﾌﾟﾗ社

山村 竜也 281 ﾔﾏ  ｴｸｽﾅﾚｯｼﾞ

高田 晃太郎 292.7 ﾀｶ  河出書房新社

内田 樹 304 ｳﾁ  文藝春秋

久保田 博幸 347.2 ｸﾎﾞ  池田書店

田中 真知 361.4 ﾀﾅ  創元社

ﾀｲﾁｮｰ  369.3 ﾀｲ  角川書店

ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｸﾚｯｸﾞ  420.2 ｸﾚ  作品社

岩村 暢子 498.5 ｲﾜ  中央公論新社

赤瀬 達三 526.6 ｱｶ  筑摩書房

ｸﾘｽﾃｨｰﾅ･ﾊﾝｶﾞｰ  645.6 ﾊﾝ  早川書房

島崎 秀定 689.6 ｼﾏ  ｱﾙｸ

大森 淳郎 699.2 ｵｵ  NHK出版

田中 ひろみ 718 ﾀﾅ  ｳｪｯｼﾞ

上島 光 779.1 ｳｴ  角川書店

NHK放送文化研究所 811.1 ﾆｯ  NHK出版

中野 達也 837.5 ﾅｶ  ｱﾙｸ

ｼﾞｭﾃﾞｨｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ  902 ﾛﾋﾞ  原書房

渡部 潤一 910.2 ﾜﾀ  NHK出版

東 直子 911.1 ﾋｶﾞ  春陽堂書店

ﾌﾞﾚｲﾃﾞｨみかこ 913.6 ﾌﾞﾚ  筑摩書房

万城目 学 913.6 ﾏｷ  文藝春秋

片島 麦子 913.6 ｶﾀ  双葉社

村木 嵐 913.6 ﾑﾗ  幻冬舎

東野 圭吾 913.6 ﾋｶﾞ  講談社

夕木 春央 913.6 ﾕｳ  講談社

福澤 克雄 913.6 ﾌｸ 1 扶桑社

高田 郁 913.6 ﾀｶ  角川春樹事務所

神永 学 913.6 ｶﾐ  新潮社

宮内 悠介 913.6 ﾐﾔ  朝日新聞出版

伊坂 幸太郎 913.6 ｲｻ  角川書店

角野 栄子 913.6 ｶﾄﾞ  角川書店

黒柳 徹子 914.6 ｸﾛ 2 講談社

ｸﾗﾗ･ﾃﾞｭﾎﾟﾝ=ﾓﾉ 953.7 ﾃﾞｭ  早川書房
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新着本の紹介　　

書　　　名

０００　総　記

良いｺｰﾄﾞ/悪いｺｰﾄﾞで学ぶ設計入門

iOSｱﾌﾟﾘｱｲｺﾝ図鑑

４００　自然科学

１００　哲学・心理学

ふつうの相談

さみしい夜にはﾍﾟﾝを持て

２００　歴史・地理

幕末維新解剖図鑑

ﾛﾊﾞのｽｰｺと旅をする

３００　社会科学

街場の成熟論

ｲﾗｽﾄ図解知っているようで知らない国債のしくみ

風をとおすﾚｯｽﾝ

消防ﾚｽｷｭｰ隊員が教えるだれでもできる防災事典

８００　言　語

私たちの生活をｶﾞﾗｯと変えた物理学の10の日

ぼっちな食卓

５００　技　術

駅をﾃﾞｻﾞｲﾝする

６００　産　業

世界ではじめて人と話した犬ｽﾃﾗ

指名が途切れない通訳ｶﾞｲﾄﾞの英語で日本紹介ｱｲﾃﾞｱﾌﾞｯｸ

ﾗｼﾞｵと戦争

７００　芸　術

仏像ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰがつくった仏像ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

竜ちゃんのばかやろう

十戒

NHK日本語発音ｱｸｾﾝﾄ新辞典

英文速読ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｿｸﾄﾚ150 標準編

９００　文　学

名作には猫がいる

賢治と｢星｣を見る

現代短歌版百人一首 花々は色あせるのね

ﾘｽﾍﾟｸﾄ

八月の御所ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

未知生さん

まいまいつぶろ

あなたが誰かを殺した

窓ぎわのﾄｯﾄちゃん 続

うけいれるには

日曜劇場VIVANT 上

みをつくし献立帖

ﾗｻﾞﾛの迷宮

ﾗｳﾘ･ｸｰｽｸを探して

777

ｲｺﾄﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ1948-

今世界では動乱の時代となっています。ﾛｼｱによるｳｸﾗｲﾅ侵

攻はまだまだ終息の兆しも見せていませんし、中東ではｲｽﾗｴﾙ

とﾊﾏｽの紛争が起きています。二つの世界大戦を経て人類は大

きな反省をしたはずなのですが、まだ同じ過ちを繰り返して

います。

表題にあげた杉原千畝の業績を紹介しようとこの原稿を書

いているのですが、まず「東洋のｼﾝﾄﾞﾗｰ」いう言葉に少し抵

抗を感じます。

「ｼﾝﾄﾞﾗｰ」とは、ｽﾋﾟﾙﾊﾞｰｸﾞ監督による1993年のｱﾒﾘｶの歴史

映画『ｼﾝﾄﾞﾗｰのﾘｽﾄ』で描かれた、ﾄﾞｲﾂ人実業家ｵｽｶｰ・ｼﾝﾄﾞﾗｰ

のことです。彼は第二次世界大戦中にﾄﾞｲﾂがﾕﾀﾞﾔ人を組織的

に大量虐殺（ﾎﾛｺｰｽﾄ）していた時に、自身が経営する軍需工

場で必要な生産力という名目で1100人以上ものﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ系ﾕﾀﾞﾔ

人を絶滅収容所送りから救いました。この映画は世界的に話

題となり、ﾎﾛｺｰｽﾄに関する映画の代表作となりました。

映画『ｼﾝﾄﾞﾗｰのﾘｽﾄ』が話題となったあと、日本にも同じよ

うにﾕﾀﾞﾔ人を虐殺から救った人がいたということが話題とな

り、杉原千畝が注目されることとなります。

杉原千畝は第二次世界大戦中にﾘﾄｱﾆｱのｶｳﾅｽ領事館に赴任し

ていた時、ﾅﾁｽ･ﾄﾞｲﾂの迫害から逃れてきた約6000人ものﾕﾀﾞﾔ

人避難民に対して、日本政府の訓令に反して通過ﾋﾞｻﾞを発給

し、彼らの命を救いました。その業績をたたえ1985年にはｲｽﾗ

ｴﾙで「ﾔﾄﾞ･ﾊﾞｼｪﾑ賞」を受賞しています。

彼がﾋﾞｻﾞを発給したことは日本政府の訓令に反する行為で

あり、戦後彼は外務省から辞職勧告を受けました。その後長

い間彼の業績は評価されることなく時が過ぎました。

彼がもっと早く評価されていたならば、「東洋のｼﾝﾄﾞﾗｰ」

などという肩書きはつかなかったのではないでしょうか。

また、杉原千畝の行動を支えた人々もいます。同じく「ﾔ

ﾄﾞ･ﾊﾞｼｪﾑ賞」を受賞した日本人外交官 梶井三郎は、ｿ連極東の

ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ総領事館に赴任していた時、杉原が発給したﾋﾞｻﾞを

再検閲するよう外務省から命じられましたが、それに反対し

てﾋﾞｻﾞを持つﾕﾀﾞﾔ人難民を敦賀港行きの船に乗せ、さらに、

ﾋﾞｻﾞを持たない者にも独断でﾋﾞｻﾞや渡航証明書を発給し、約

2000人ものﾕﾀﾞﾔ人難民の命を救いました

政府の訓令に背いても自らの信念を貫いた、彼らの勇気は

すばらしいものです。先の大戦では日本は多くの過ちを犯し

ました。その一方で彼らのような人物がいたことは、日本人

として大きな救いです。私たちが彼らのように自らの信念を

貫き行動することができたなら、未来は少しずつ変わるので

はないでしょうか。

本校では昨年ﾎﾛｺｰｽﾄについてのﾊﾟﾈﾙ展を行いました。皆さ

んも記憶にあることと思います。実は千畝氏の妻幸子さんが

沼津市の出身であり、その縁で千本浜に「杉原千畝夫妻顕彰

碑」があります。そして今年はﾌﾟﾗｻﾞｳﾞｪﾙﾃﾞで「いのちのﾋﾞｻﾞ

講演会」などが行われています。

12月28日に幸子さんの母校香川県立高松高校の生徒が、探

究学習の一環として沼津の高校生との交流会を開き、本校か

らも生徒が参加します。これからの社会を作っていく皆さん

が、自分たちの問題として平和について考え知見を広めてゆ

くことが、国際社会を大きく変えていく原動力となると信じ

ています。

これを機会に戦争と平和、人道、そして信念を貫くという

ことについて考えてください。図書館でもそのきっかけとな

るたくさんの本を用意しています。
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のつぶやき

コラムで

紹介した本

「東洋のｼﾝﾄﾞﾗｰ」杉原千畝

予告

この本以外にも展示中

1２月開催!!

付録抽選会のお知らせ

１２月５日(火)～８日(金)の間、図書館カウンター前に付録を展示します。

ご希望の付録があれば、図書館にある応募用紙に記入をして抽選箱に入れて下

さい。たくさんのご応募をお待ちしています。

「杉原千畝物語」

安藤富雄 著

三友社

「リトアニアと杉原千畝」

重枝 豊英 著

国書刊行会

「千畝」

ヒレル・レビン 著

清水書院

「命のビザを繋いだ男」

山田 純大 著

ＮＨＫ出版

ﾘｸｴｽﾄ本

ﾘｸｴｽﾄ本

人気の解剖図鑑シリーズ

第33回紫式部文学賞の受賞作

日本の学生が選ぶゴンクール賞・フランスの高校生が選ぶゴンクール賞受賞作

国民的ベストセラー42年ぶりの続編

「加賀恭一郎シリーズ」の最新作

日本歴史時代作家協会賞作品賞受賞作

「あいだで考える」シリーズ


